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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

倫理・社会哲学研究Ⅰ 1･2前 2 1

倫理・社会哲学研究Ⅱ 1･2後 2 1

哲学・思想文化演習Ⅰ 1･2前 2 1

哲学・思想文化演習Ⅱ 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

英米文学文化研究（詩・演劇）Ⅰ 1前 2 1

英米文学文化研究（小説）Ⅱ 1後 2 1

英米文学文化研究演習Ⅱ 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

漢文学研究Ⅰ 1･2前 2 1

漢文学研究Ⅱ 1･2後 2 1

漢文学演習Ⅰ 1･2前 2 1

漢文学演習Ⅱ 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

人間文化科学研究法　※ 1後 1 1

英米文学文化研究（主題研究） H25 1前 2 1

特別演習（Academic English Writing）Ⅰ H25 1･2前 1 1

特別演習（Academic English Writing）Ⅱ H24 1･2後 1 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

日本語教育学演習Ⅰ 1･2前 2 1

日本語教育学演習Ⅱ 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

人間文化科学基礎演習　※ H24 1前 0.4 1

日本古典文学研究Ⅰ 1･2前 2 1

日本古典文学研究Ⅱ 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

日本文学文化研究Ⅰ 1前 2 1

日本文学文化研究Ⅱ 1後 2 1

日本近現代文学研究Ⅰ 1･2前 2 1

日本近現代文学研究Ⅱ 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

英語学研究（言語運用）Ⅰ H24 1前 2 1

英語学研究（言語運用）Ⅱ H24 1後 2 1

英語学研究（言語構造）Ｉ H25 1前 2 1

英語学研究（言語構造）Ⅱ H25 1後 2 1

英語学研究演習Ⅰ 1･2前 2 1

英語学研究演習Ⅱ 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

日本史研究法　※　 隔年 1前 0.5 1

文献・資料研究（日本）A H25 1前 2 1

日本歴史文化演習I 1･2前 2 1

日本歴史文化演習Ⅱ 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

東京女子大学
教授

(平成8年4月)
5日9 専 教授

ｶﾂｳﾗ　ﾉﾘｺ
勝浦(神田)　令子
＜平成24年4月＞

博士
(文学)

東京女子大学
教授

(平成3年4月)
5日

8 専 教授
ｵﾉ　ｼｮｳｺ
小野　祥子

＜平成24年4月＞
文学修士

東京女子大学
教授

(平成7年4月)
5日

7 専 教授
ｵｵｸﾎﾞ　ﾀｶｷ
大久保　喬樹
＜平成24年4月＞

Maitrise en
litterature
comparee
（仏国）

6 専 教授
ｲﾏｲ　ﾋｻﾖ

今井(関)　久代
＜平成24年4月＞

博士
(文学)

東京女子大学
教授

(平成23年4月)
5日

3 専 教授
ｱﾝﾄﾞｳ　ﾉﾌﾞﾋﾛ
安藤　信廣

＜平成24年4月＞

博士
（文学）

東京女子大学
教授

(平成7年4月)
5日

2 専
教授
(専攻
主任)

ﾊﾗ　ｴｲｲﾁ
原　英一

＜平成24年4月＞
文学修士

東京女子大学
教授

（平成21年4月）
5日

1 専

教授
(研究
科会議
議長)

ｻｻｷ　ﾖｼｱｷ
佐々木　能章
＜平成24年4月＞

文学修士※
東京女子大学

教授
(平成17年4月)

5日

別記様式第３号（その２の１）

教 員 の 氏 名 等

（人間科学研究科　人間文化科学専攻　博士前期課程）

専任
等
区分

職位 年齢
年間
開講
数

現　職
（就任年月）

申請に係
る大学等
の職務に
従事する
週当たり
平均日数

保有
学位等

月額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
配当
年次

担当
単位
数

4 専 教授
ｲｰｳｨｯｸ　ﾃﾞｰｳﾞｨｯﾄ
Ewick,David

＜平成24年4月＞

Ph.D. in
English
(英国)

東京女子大学
教授

(平成20年4月)
5日

5 専 教授
ｲｼｲ　ｴﾘｺ
石井　恵理子
＜平成24年4月＞

文学修士
東京女子大学

教授
(平成20年4月)

5日
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

専任
等
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職位 年齢
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配当
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担当
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数

日本語史研究Ⅰ 1･2前 2 1

日本語史研究Ⅱ 1･2後 2 1

日本語史演習Ⅰ 1･2前 2 1

日本語史演習Ⅱ 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

人間文化科学基礎演習　※ 1前 0.4 1

美学・芸術学研究Ⅰ 1･2前 2 1

美学・芸術学研究Ⅱ 1･2後 2 1

哲学・思想文化演習Ⅰ 1･2前 2 1

哲学・思想文化演習Ⅱ 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

人間文化科学基礎演習　※ H25 1前 0.4 1

社会言語学研究Ⅰ 1･2前 2 1

社会言語学研究Ⅱ 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

英米文学文化研究演習Ⅱ 1･2後 2 1

特別演習（Academic English Writing）Ⅰ H24 1･2前 1 1

特別演習（Academic English Writing）Ⅱ H25 1･2後 1 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

日本史研究法　※　 隔年 1前 0.5 1

文献・資料研究（日本）B H25 1後 2 1

文献・資料研究（東アジア）B H24 1後 2 1

日本・アジア歴史文化演習I 1･2前 2 1

日本・アジア歴史文化演習Ⅱ 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

哲学・思想文化研究Ⅰ 1･2前 2 1

哲学・思想文化研究Ⅱ 1･2後 2 1

哲学・思想文化演習Ⅰ 1･2前 2 1

哲学・思想文化演習Ⅱ 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

日本史研究法　※　 隔年 1前 0.5 1

文献・資料研究（日本）B H24 1後 2 1

日本歴史文化演習I 1･2前 2 1

日本歴史文化演習Ⅱ 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

人間文化科学基礎演習　※ H24 1前 0.4 1

世界史研究法　※　 隔年 1前 0.5 1

文献・資料研究（ヨーロッパ）B H25 1後 2 1

ヨーロッパ歴史文化演習I 1･2前 2 1

ヨーロッパ歴史文化演習Ⅱ 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

英米文学文化研究（小説）Ⅰ 1前 2 1

英米文学文化研究（小説）Ⅱ 1後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

社会言語学演習Ⅰ 1･2前 2 1

社会言語学演習Ⅱ 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

19 専 教授
ｼﾉｻﾞｷ　ｺｳｲﾁ
篠崎　晃一

＜平成24年4月＞
文学修士

東京女子大学
教授

(平成18年4月)
5日

東京女子大学
教授

(平成22年4月)
5日

18 専 教授
ｻｻﾒ　ｷﾖﾐ
篠目　清美

＜平成24年4月＞

M.A. in
Literature
(米国)

東京女子大学
教授

(平成14年4月)
5日

17 専 教授
ｻｶｼﾀ　ﾁｶｼ
坂下　史

＜平成24年4月＞

修士
(文学)※

16 専 教授
ｸﾛｻﾜ　ﾌﾐﾀｶ
黒沢　文貴

＜平成24年4月＞

博士
（法学）

東京女子大学
教授

(平成12年4月)
5日

15 専 教授
ｸﾛｻｷ　ﾏｻｵ
黒崎　政男

＜平成24年4月＞
文学修士※

東京女子大学
教授

(平成11年4月)
5日

14 専 教授
ｸﾘﾊﾗ　ｼﾞｭﾝ
栗原　純

＜平成24年4月＞
文学修士※

東京女子大学
教授

(平成11年4月)
5日

13 専 教授
ｸﾗｲﾂ　ﾄﾞｰｼｨｰ
Kleitz,Dorsey
＜平成24年4月＞

Ph.D. in
English
(米国)

東京女子大学
教授

(平成11年4月)
5日

東京女子大学
教授

(平成3年4月)
5日

12 専 教授
ｸﾏｶﾞｲ　ﾄﾓｺ
熊谷　智子

＜平成24年4月＞
文学修士

東京女子大学
教授

（平成22年4月）
5日

11 専 教授
ｸﾎﾞ　ﾐﾂｼ
久保　光志

＜平成24年4月＞
文学修士※

10 専 教授
ｶﾈｺ　ｱｷﾗ
金子　彰

＜平成24年4月＞
文学修士

東京女子大学
教授

(平成4年4月)
5日
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世界史研究法　※　 隔年 1前 0.5 1

文献・資料研究（ヨーロッパ）B H24 1後 2 1

ヨーロッパ歴史文化演習I 1･2前 2 1

ヨーロッパ歴史文化演習Ⅱ 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

人間文化科学基礎演習　※ H25 1前 0.4 1

日本史研究法　※　 隔年 1前 0.5 1

文献・資料研究（日本）A H24 1前 2 1

日本歴史文化演習I 1･2前 2 1

日本歴史文化演習Ⅱ 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

和漢比較文学研究Ⅰ 1前 2 1

和漢比較文学研究Ⅱ 1後 2 1

日本古典文学研究Ⅰ 1･2前 2 1

日本古典文学研究Ⅱ 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

人間文化科学基礎演習　※ 1前 0.4 1

英米文学文化研究（詩・演劇）Ⅱ 1後 2 1

英米文学文化研究（小説）Ⅰ 1前 2 1

英米文学文化研究（主題研究） H24 1前 2 1

英米文学文化研究演習Ⅰ 1･2前 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

世界史研究法　※　 隔年 1前 0.5 1

文献・資料研究（ヨーロッパ）A H25 1前 2 1

ヨーロッパ歴史文化演習I 1･2前 2 1

ヨーロッパ歴史文化演習Ⅱ 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

英米文学文化研究演習Ｉ 1･2前 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

現代日本語学研究Ⅰ 1･2前 2 1

現代日本語学研究Ⅱ 1･2後 2 1

現代日本語学演習Ⅰ 1･2前 2 1

現代日本語学演習Ⅱ 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

世界史研究法　※　 隔年 1前 0.5 1

文献・資料研究（東アジア）B H25 1後 2 1

日本・アジア歴史文化演習I 1･2前 2 1

日本・アジア歴史文化演習Ⅱ 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

哲学・思想史研究Ⅰ 1･2前 2 1

哲学・思想史研究Ⅱ 1･2後 2 1

哲学・思想文化演習Ⅰ 1･2前 2 1

哲学・思想文化演習Ⅱ 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

キリスト教学研究Ⅰ 1･2前 2 1

キリスト教学研究Ⅱ 1･2後 2 1

博士
(文学)

東京女子大学
教授

(平成17年4月)
5日

28 専 教授
ﾓﾘ　ｲﾁﾛｳ
森　一郎

＜平成24年4月＞

博士
（文学）

東京女子大学
教授

(平成18年4月)
5日

27 専 教授
ﾓﾃｷﾞ　ﾄｼｵ
茂木　敏夫

＜平成24年4月＞

25 専 教授
ﾎﾝｺﾞｳ　ｱｷﾗ
本合　陽

＜平成24年4月＞
文学修士

東京女子大学
教授

(平成17年4月)
5日

24 専 教授
ﾋﾜｷ　ﾋﾛﾄｼ
樋脇　博敏

＜平成24年4月＞

博士
(文学)

東京女子大学
教授

(平成19年4月)
5日

23 専 教授
ﾊﾗﾀﾞ　ﾉﾘﾕｷ
原田　範行

＜平成24年4月＞

博士
（文学）

東京女子大学
教授

（平成21年4月）
5日

22 専 教授
ﾃﾂﾉ　ﾏｻﾋﾛ
鉄野　昌弘

＜平成24年4月＞

博士
(文学)

東京女子大学
教授

(平成15年4月)
5日

21 専 教授
ﾀｶﾀ　ﾖｳｽｹ
高田　陽介

＜平成24年4月＞

博士
(文学)

東京女子大学
教授

(平成21年4月)
5日

20 専 教授
ｼﾊﾞ　ｹﾝｽｹ
芝　健介

＜平成24年4月＞

国際学修士
※

東京女子大学
教授

(平成3年4月)
5日

26 専 教授
ﾏﾙﾔﾏ　ﾅｵｺ
丸山　直子

＜平成24年4月＞
文学修士

東京女子大学
教授

(平成18年4月)
5日

5日
東京女子大学

教授
(平成7年4月)

Ph.D. in
Hebraic and
Cognate
Studies
(米国)

ﾓﾘﾔ　ｱｷｵ
守屋　彰夫

＜平成24年4月＞
教授専29
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日本文学演習Ⅰ 1･2前 2 1

日本文学演習Ⅱ 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

人間文化科学基礎演習　※ H25 1前 0.4 1

日本文学演習Ⅰ 1･2前 2 1

日本文学演習Ⅱ 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

32 専 准教授
ﾀﾅｶ　ﾐﾎｺ
田中　美保子
＜平成24年4月＞

博士
(文学)

人間文化交流研究 1前 2 1
東京女子大学
准教授

(平成21年4月)
5日

英語学研究（言語運用）Ｉ H25 1前 2 1

英語学研究（言語運用）Ⅱ H25 1後 2 1

英語学研究（言語構造）Ⅰ H24 1前 2 1

英語学研究（言語構造）Ⅱ H24 1後 2 1

英語学研究演習Ⅰ 1･2前 2 1

英語学研究演習Ⅱ 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

人間文化科学基礎演習　※ H24 1前 0.4 1

日本語教育学研究Ⅰ 1･2前 2 1

日本語教育学研究Ⅱ 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

日本文学演習Ⅰ 1･2前 2 1

日本文学演習Ⅱ 1･2後 2 1

兼任 講師
ｺﾊﾞﾔｼ　ﾕｷｵ
小林　幸夫

＜平成24年4月＞
文学修士※ 文献・資料研究（東アジア）A 1前 2 1

元熊本大学
准教授

（平成23年3月
まで）

兼任 講師
ｽｶﾞﾜﾗ　ｶﾂﾔ
菅原　克也

＜平成24年4月＞
文学修士※ 人間文化科学研究法　※ 1後 1 1

東京大学大学院
 教授

（平成15年4月）

兼任 講師
ﾊｾｶﾞﾜ　ﾀｹｵ
長谷川　岳男
＜平成24年4月＞

文学修士※ 文献・資料研究（ヨーロッパ）A H24 1前 2 1
鎌倉女子大学
准教授

(平成16年4月)

キリスト教学研究Ⅰ 1･2前 2 1

キリスト教学研究Ⅱ 1･2後 2 1

哲学・思想史研究Ⅰ 1･2前 2 1

哲学・思想史研究Ⅱ 1･2後 2 1

34 専 准教授
ﾏﾂｵ　ｼﾝ
松尾　慎

＜平成24年4月＞

博士
（言語文化
学）

東京女子大学
准教授

（平成21年4月）
5日

東京女子大学
准教授

(平成15年4月)
5日

33 専 准教授
ﾉﾑﾗ　ｹｲｿﾞｳ
野村　恵造

＜平成24年4月＞
文学修士

東京外国語大学
大学院
准教授

（平成21年4月）
5日

31 専 准教授
ｺﾝﾄﾞｳ　ﾋﾛｺ

近藤(深澤)　裕子
＜平成24年4月＞

博士
(教育学)

（注）

１　教員の数に応じ，適宜枠を増やして記入すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合又は大学等の設置者の変更
の認　可を受けようとする場合は，この書類を作成する必要はない。

３　「申請に係る学部等に従事する週当たりの平均日数」の欄は，専任教員のみ記載すること。

30 専 教授
ﾔﾉ　ｷﾐｵ
矢野　公和

＜平成24年4月＞

博士
(文学)

東京女子大学
教授

(平成8年4月)
5日

東京女子大学
非常勤講師
(平成18年4月)

文学修士

ｶﾜｻｷ　ｹﾝｺ
川崎(志賀)　賢子
＜平成24年4月＞

講師兼任

ﾐｽﾞｵﾁ　ｹﾝｼﾞ
水落　健治

＜平成24年4月＞
講師兼任

フェリス女学院
大学    教授
(平成19年4月)

Dr. theol.
(ｽｲｽ)

ﾋﾛｲｼ　ﾉｿﾞﾑ
廣石　望

＜平成24年4月＞
講師兼任

明治学院大学
教授

(平成5年4月)
文学修士※
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

グローバル共生社会論　※ H25 1後 0.4 1

地域共生研究（東アジア）Ⅰ 1･2前 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

論文作成・プレゼンテーション技法　※ 1後 0.4 1

コミュニケーション科学（広告）Ⅰ 1･2前 2 1

コミュニケーション科学（広告）Ⅱ 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

論文作成・プレゼンテーション技法　※ 1後 0.4 1

共生社会基礎研究（社会文化論） 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

グローバルジェンダー分析　※ 1前 0.4 1

グローバルジェンダー研究（社会福祉） 1･2前 2 1

共生社会拠点実習　※ 1･2通 0.5 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

論文作成・プレゼンテーション技法　※ 1後 0.4 1

心理科学（感覚知覚認知）Ⅰ 1･2前 2 1

心理科学（感覚知覚認知）Ⅱ 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

グローバル共生社会論　※ H25 1後 0.4 1

地域共生研究（東アジア）Ⅱ 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

人間社会科学基礎論　※ 1前 0.4 1

心理科学（文化)Ⅰ 1･2前 2 1

心理科学（文化)Ⅱ 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

人間社会科学基礎論　※ 1前 0.4 1

心理科学（社会）Ⅰ 1･2前 2 1

心理科学（社会）Ⅱ 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

グローバルジェンダー分析　※ 1前 0.4 1

グローバルジェンダー研究（コミュニケーション） 1･2前 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

論文作成・プレゼンテーション技法　※ 1後 0.4 1

共生経済基礎研究（経済思想） 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

グローバル共生社会論　※ H24 1後 0.4 1

グローバル社会基礎研究（国際関係論)Ⅰ 1･2前 2 1

グローバル社会基礎研究（国際関係論)Ⅱ 1･2後 2 1

共生社会拠点実習　※ 1･2通 0.5 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

11 専 教授
ｸﾛｶﾜ　ｼｭｳｼﾞ
黒川　修司

＜平成24年4月＞
法学修士※

東京女子大学
教授

(平成17年4月)
5日

専 教授
ｸﾆﾋﾛ　ﾖｳｺ
国広　陽子

＜平成24年4月＞

博士
(社会学)

東京女子大学
教授

（平成21年4月）
5日

10 専 教授
ｸﾘﾀ　ｹｲｺ
栗田　啓子

＜平成24年4月＞

Docteur en
Science
Economique
（仏国）

東京女子大学
教授

(平成6年4月)
5日

東京女子大学
教授

(平成17年4月)
5日

8 専 教授
ｸﾄﾞｳ   ｴﾘｺ

工藤(村田)　恵理子
＜平成24年4月＞

社会学
修士※

東京女子大学
教授

(平成22年4月)
5日

5日

2 専 教授
ｲｰ　ｼﾞｰﾅ
李　津娥

＜平成24年4月＞

博士
（社会学）

東京女子大学
教授

(平成20年4月)
5日

1 専
教授
(専攻
主任)

ﾀｷｸﾞﾁ　ﾀﾛｳ
滝口　太郎

＜平成24年4月＞
法学修士

東京女子大学
教授

(平成12年4月)

3 専 教授
ｲﾅ　ﾏｻﾄ
伊奈　正人

＜平成24年4月＞

博士
(社会学)

東京女子大学
教授

(平成13年4月)

4 専 教授
ｵｶﾑﾗ　ｷﾖｺ
岡村　清子

＜平成24年4月＞

社会学
修士

別記様式第３号（その２の１）

教 員 の 氏 名 等

（人間科学研究科　人間社会科学専攻　博士前期課程）

専任
等
区分

職位 年齢
保有
学位等

月額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
配当
年次

担当
単位
数

年間
開講
数

現　職
（就任年月）

申請に係
る大学等
の職務に
従事する
週当たり
平均日数

5日

東京女子大学
教授

(平成17年4月)
5日

5 専 教授
ｵﾀﾞ　ｺｳｲﾁ
小田　浩一

＜平成24年4月＞
文学修士

東京女子大学
教授

(平成13年4月)
5日

専 教授
ｶﾈﾜｶ　ﾄｼﾕｷ
兼若　逸之

＜平成24年4月＞

文学博士
（韓国）

東京女子大学
教授

(平成11年4月)
5日6

7 専 教授
ｶﾗｻﾜ 　ﾏﾕﾐ

唐澤(北山)　真弓
＜平成24年4月＞

博士
（文学）

9
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

専任
等
区分

職位 年齢
保有
学位等

月額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
配当
年次

担当
単位
数

年間
開講
数

現　職
（就任年月）

申請に係
る大学等
の職務に
従事する
週当たり
平均日数

グローバルジェンダー分析　※ 1前 0.4 1

グローバルジェンダー研究（比較ジェンダー研究） 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

心理・コミュニケーション科学基礎論　※ 1前 0.4 1

コミュニケーション科学（メディア）Ⅰ 1･2前 2 1

コミュニケーション科学（メディア）Ⅱ 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

共生経済研究（国際金融論） 1･2前 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

人間社会科学基礎論　※ 1前 0.4 1

臨床心理学研究法特論　※ 1･2前 1 1

臨床心理実習1　※ 2前 0.3 1

臨床心理実習2　※ 2後 0.3 1

精神医学特論A 1･2前 2 1

精神医学特論B 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

人間社会科学基礎論　※ 1前 0.4 1

共生経済基礎研究（マクロ経済学） 1･2後 2 1

共生経済基礎研究（社会統計学） 1･2前 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

グローバル共生社会論　※ H24 1後 0.4 1

共生社会研究（少子高齢化と福祉） 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

論文作成・プレゼンテーション技法　※ 1後 0.4 1

臨床心理学研究法特論　※ 1･2前 1 1

臨床心理学特論2 1後 2 1

臨床心理査定演習１ 1前 2 1

臨床心理実習1　※ 2前 0.3 1

臨床心理実習2　※ 2後 0.3 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

グローバル共生社会論　※ H24 1後 0.4 1

共生経済基礎研究（ミクロ経済学） 1･2前 2 1

共生経済研究（公共政策論） 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

臨床心理面接特論2 1後 2 1

臨床心理基礎実習１　※ 1前 0.5 1

臨床心理基礎実習2　※ 1後 0.5 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

グローバル共生社会論　※ H25 1後 0.4 1

共生社会研究（産業と労働の社会学） 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

グローバル共生社会論　※ H24 1後 0.4 1

平和共生研究（多文化共生論） 1･2前 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

22 専 教授
ﾆｴ　ﾘﾘ
聶　莉莉

＜平成24年4月＞
学術博士

東京女子大学
教授

(平成13年4月)
5日

20 専 教授
ﾁｶﾀﾞ　ﾃﾙﾕｷ
近田　輝行

＜平成24年4月＞
文学修士

東京女子大学
教授

(平成16年4月)
5日

5日

18 専 教授
ﾀｶﾊﾞﾀｹ　ｶﾂｺ
高畠　克子

＜平成24年4月＞

M.E.
Counseling
Processes
 (米国)

東京女子大学
教授

(平成18年4月)
5日

東京女子大学
教授

(平成17年4月)

博士
（医学）

東京女子大学
教授

（平成21年4月）
5日

16 専 教授
ｼﾗｻｺﾞ　ﾃﾂﾔ
白砂　堤津耶
＜平成24年4月＞

商学修士※
東京女子大学

教授
(平成12年4月)

5日

Ph.D. in
Communication

(米国)

東京女子大学
教授

(平成15年4月)
5日

14 専 教授
ｼｼﾄﾞ　ﾋｻﾉﾌﾞ
宍戸　恒信

＜平成24年4月＞
5日

Ph.D. in
Economics
and Urban
Studies
(米国)

世界銀行
ネパールオフィス
カントリーセクターコーディ
ネーターおよびポリシーク
ラスターリーダー

（平成20年7月）

12 専 教授
ｺﾋﾔﾏ　ﾙｲ
小檜山　ルイ

＜平成24年4月＞
学術博士

東京女子大学
教授

(平成15年4月)
5日

教授
ｿﾒﾔ　ﾖｼｺ
染谷　俶子

＜平成24年4月＞

Ph.D. in
Social Work
and Social
Research
(米国)

13 専 教授
ｻｲﾄｳ　ｼﾝｲﾁ
斉藤　慎一

＜平成24年4月＞

15 専 教授
ｼﾊﾞﾔﾏ　ﾏｻﾄｼ
柴山　雅俊

＜平成24年4月＞

17 専

19 専 教授
ﾀｹｳﾁ　ｹﾝｿﾞｳ
竹内　健蔵

＜平成24年4月＞

博士
（商学）

東京女子大学
教授

(平成14年4月)
5日

21 専 教授
ﾅｶﾑﾗ　ﾏｻﾄ
中村　眞人

＜平成24年4月＞

社会学
修士※

東京女子大学
教授

(平成15年4月)
5日
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

専任
等
区分

職位 年齢
保有
学位等

月額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
配当
年次

担当
単位
数

年間
開講
数

現　職
（就任年月）

申請に係
る大学等
の職務に
従事する
週当たり
平均日数

グローバルジェンダー分析　※ 1前 0.4 1

共生経済研究（開発経済学） 1･2後 2 1

グローバルジェンダー研究（開発と平和構築） 1･2前 2 1

共生社会拠点実習　※ 1･2通 0.5 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

臨床心理面接特論１ 1前 2 1

臨床心理査定演習2 1後 2 1

臨床心理実習1　※ 2前 0.3 1

臨床心理実習2　※ 2後 0.3 1

学校臨床心理学特論 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

臨床心理学特論1 1前 2 1

臨床心理基礎実習１　※ 1前 0.5 1

臨床心理基礎実習2　※ 1後 0.5 1

心理療法特論A 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

グローバル共生社会論　※ H25 1後 0.4 1

地域共生研究（アメリカ）Ⅰ 1･2前 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

グローバル共生社会論　※ H24 1後 0.4 1

地域共生研究（アメリカ）Ⅱ 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

心理・コミュニケーション科学基礎論　※ 1前 0.4 1
コミュニケーション科学（ヒューマン・コンピュータ・インターラクション）Ⅰ 1･2前 2 1
コミュニケーション科学（ヒューマン・コンピュータ・インターラクション）Ⅱ 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

人間社会科学基礎論　※ 1前 0.4 1

共生社会基礎研究（社会学原論） 1･2前 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

心理・コミュニケーション科学基礎論　※ 1前 0.4 1

コミュニケーション科学（現代社会）Ⅰ 1･2前 2 1

コミュニケーション科学（現代社会）Ⅱ 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

グローバルジェンダー分析　※ 1前 0.4 1

グローバルジェンダー研究（仕事と家族） 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

平和共生研究（平和教育学） 1･2前 2 1

共生社会拠点実習　※ 1･2通 0.5 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

心理・コミュニケーション科学基礎論　※ 1前 0.4 1

心理科学（発達）Ⅰ 1･2前 2 1

心理科学（発達）Ⅱ 1･2後 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

東京女子大学
准教授

(平成15年4月)
5日

32 専 准教授
ﾀｹｳﾁ　ﾋｻｱｷ
竹内　久顕

＜平成24年4月＞

教育学
修士※

東京女子大学
准教授

(平成19年4月)
5日

33 専 准教授
ﾋﾗﾊﾞﾔｼ　ﾋﾃﾞﾐ
平林　秀美

＜平成24年4月＞

教育学
修士※

31 専 准教授
ｺﾝﾉ　ﾐﾅｺ

金野(安岡)　美奈子
＜平成24年4月＞

博士
（社会学）

東京女子大学
准教授

（平成22年4月）
5日

30 専 准教授
ｱﾘﾏ　ｱｷｴ
有馬　明恵

＜平成24年4月＞

博士
(社会学)

東京女子大学
准教授

(平成18年4月)
5日

29 専 准教授
ｱｶﾎﾘ　ｻﾌﾞﾛｳ
赤堀　三郎

＜平成24年4月＞

博士
(社会学)

東京女子大学
准教授

(平成20年4月)
5日

28 専 教授
ﾜﾀﾅﾍﾞ　ﾀｶﾕｷ
渡辺　隆行

＜平成24年4月＞
理学博士

東京女子大学
教授

(平成17年4月)
5日

26 専 教授
ﾕｱｻ　ｼｹﾞﾋﾛ
湯浅　成大

＜平成24年4月＞
法学修士※

東京女子大学
教授

(平成16年4月)
5日

東京女子大学
教授

(平成17年4月)
5日

25 専 教授
ﾑﾄｳ　ｷﾖｺ
無藤　清子

＜平成24年4月＞

教育学
修士※

東京女子大学
教授

(平成9年4月)
5日

24 専 教授
ﾏｴｶﾜ　ｱｻﾐ
前川　あさ美

＜平成24年4月＞

教育学
修士※

23 専 教授
ﾌﾙｻﾜ　ｷﾖｺ
古沢　希代子
＜平成24年4月＞

経済学
修士※

東京女子大学
教授

(平成23年4月)
5日

27 専 教授
ﾕｲ　ﾀﾞｲｻﾞﾌﾞﾛｳ
油井　大三郎
＜平成24年4月＞

社会学博士
東京女子大学

教授
(平成18年4月)

5日
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

専任
等
区分

職位 年齢
保有
学位等

月額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
配当
年次

担当
単位
数

年間
開講
数

現　職
（就任年月）

申請に係
る大学等
の職務に
従事する
週当たり
平均日数

グローバル共生社会論　※ H25 1後 0.4 1

共生経済研究（環境経済学） 1･2前 2 1

（研究指導） (1) －

論文指導演習Ⅰ 2前 1 1

論文指導演習Ⅱ 2後 1 1

心理・コミュニケーション科学基礎論　※ 1前 0.4 1

コミュニケーション科学（電子メディア）Ⅰ 1･2前 2 1

コミュニケーション科学（電子メディア）Ⅱ 1･2後 2 1

兼任 講師
ｲｺｼ　ｹｲｽｹ
井腰　圭介

＜平成24年4月＞
文学修士※ 共生社会基礎研究（質的調査） 1･2前 2 1

帝京科学大学
教授

（平成21年10月）

兼任 講師
ｲｼｲ　ﾁｶｺ
石井　千賀子
＜平成24年4月＞

Master of
Science
（米国）

心理療法特論B 1･2前 2 1
東京女子大学
非常勤講師
(平成15年4月)

兼任 講師
ｴﾝﾄﾞｳ　ﾂｶｻ
遠藤　司

＜平成24年4月＞

博士
（教育学）

障害者（児）心理学特論 1･2前 2 1
駒澤大学
教授

（平成15年4月）

兼任 講師
ｵｳﾐ　ﾐﾎ
近江　美保

＜平成24年4月＞

博士
（法学）

グローバル社会基礎研究（国際法） 1･2前 2 1
津田塾大学
非常勤講師
(平成22年10月)

心理科学（家族・対人関係）Ⅰ 1･2前 2 1

心理科学（家族・対人関係)Ⅱ 1･2後 2 1

兼任 講師
ｸｰﾌﾟ　ｽﾃﾌｧﾆｰ
Coop,Stephanie
＜平成24年4月＞

博士
（法学）

国際コミュニケーションワークショップ 1前 2 1
青山学院大学
非常勤講師
(平成23年4月)

兼任 講師
ｻﾄｳ　ﾃﾂｵ
佐藤　哲夫

＜平成24年4月＞
法学博士 グローバル社会基礎研究（国際機構論） 1･2後 2 1

一橋大学大学院
教授

(平成11年4月)

兼任 講師
ﾄｸﾀﾞ　ﾊﾙｺ

徳田(山下)　治子
＜平成24年4月＞

家政学
修士※

心理学研究法特論 1･2後 2 1
高千穂大学
准教授

(平成21年4月)

兼任 講師
ﾅｶﾉ　ﾋﾛｺ
中野　博子

＜平成24年4月＞
文学修士 心理療法特論C 1･2前 2 1

人間総合科学大
学大学院　教授
(平成19年4月)

兼任 講師
ﾏﾂﾀﾞ　ｵｻﾑ
松田　修

＜平成24年4月＞

博士
（保健学）

老年心理学特論 1･2後 2 1
東京学芸大学
准教授

(平成12年2月)

兼任 講師
ﾑﾗｲ　ｼﾞｭﾝｲﾁﾛｳ
村井　潤一郎
＜平成24年4月＞

博士
(教育学)

共生社会基礎研究(多変量解析） 1･2後 2 1
文京学院大学

教授
(平成21年4月)

（注）

１　教員の数に応じ，適宜枠を増やして記入すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合又は大学等の設置者の変更
の認　可を受けようとする場合は，この書類を作成する必要はない。

３　「申請に係る学部等に従事する週当たりの平均日数」の欄は，専任教員のみ記載すること。

ｵｵﾉ　ｻﾁｺ
大野(鈴木)　祥子
＜平成24年4月＞

講師兼任
東京女子大学
非常勤講師
(平成15年9月)

文学修士

東京女子大学
准教授

（平成21年4月）
5日

ｶﾄｳ　ｼｮｳｺﾞ
加藤　尚吾

＜平成24年4月＞
講師兼担

東京女子大学
講師

（平成21年4月）

博士
（学術）

34 専 准教授
ﾌﾀﾑﾗ　ﾏﾘｺ
二村　真理子
＜平成24年4月＞

博士
(商学)

4



職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 1人 15人 6人 6人 1人 29人

修 士 人 人 1人 14人 6人 8人 人 29人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 5人 1人 1人 人 人 7人

修 士 人 人 1人 2人 人 人 人 3人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 6人 16人 7人 6人 1人 36人

修 士 人 人 2人 16人 6人 8人 人 32人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度（以下「完成年度」という。）における状況を記載すること。

（注）

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

４　専門職大学院の課程を修了した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。

講 師

助 教

合 計

准 教 授

別記様式第３号（その３）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

専任教員の年齢構成・学位保有状況

教 授



教員年齢構成と定年に関する規程の関係 
 

 
定年規程第 2条により、教育職員の定年は満 68歳と定められている。完成年度までに定
年に達する者については、別添資料７ 特任教育職員規程第 4 条第 1 号に基づき、特任教
育職員として採用する。なお、該当者 3 名は、同規程第 5 条の手続を経て、既に採用が決
定している。 
なお、以下を別添資料として「設置の趣旨等を記載した書類」の本文末尾に添付する。 
 

資料６  定年規程 
資料７  特任教育職員規程 
 
 



別記様式第３号（その３）別添資料

フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

専 教授
ﾔﾉ　ｷﾐｵ
矢野　公和

＜平成24年4月＞

特任教育職員規程第4条第1項
理事会（H22.11.18開催）にて承認

（人間科学研究科　人間文化科学専攻　博士前期課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢 採用根拠等



別記様式第３号（その３）別添資料

フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

専 教授
ｶﾈﾜｶ　ﾄｼﾕｷ
兼若　逸之

＜平成24年4月＞

特任教育職員規程第4条第1項
理事会（H22.11.18開催）にて承認

専 教授
ﾀｶﾊﾞﾀｹ　ｶﾂｺ
高畠　克子

＜平成24年4月＞

特任教育職員規程第4条第1項
理事会（H22.11.18開催）にて承認

（人間科学研究科　人間社会科学専攻　博士前期課程）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢 採用根拠等
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